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双方の作品に登場する 3人のヒロインとは， rオクタヴィ Jの方では，オーレリー，ナ
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大のねがいは，あなたのために死ぬ事でしかないのですJ (0. P. 287) 
「私は彼女を自分の生きがいと感じていたO いわば彼女は，私だけのために生きて









f私は，あなたに以た 1人の若い娘に出会ったのですJ (0. P. 288) 
という一節によって，またアドリエンヌの方では，
「もう何年も忘れていた 1つの以かよった顔が，今や不恩義な鮮かさで浮かびあが







という気持になってしまったのですJ (0. P. 288) 
「私を誘惑すると同時におびえさせもしたとの七霊から，私はやっとの思いで逃げ
出したのでしたJ (0. P. 289) 
「私は，はたしてとれが本当にあった乙となのか，それとも夢で見た乙となのかと，
自問したい気持になってくるJ (S. P. 257) 
「私は，私の一生をよぎったいまわしいまぼろしの事をまざまざと思いお乙したJ
(S. P. 259) 

















って確かに神秘性が表わされ，その上「ばら色とブロンドの幻J ( 5. P. 247)， r栄




ベアトリーチェかと思われたJ (S. P. 246) 




「金ピカの飾りにおおわれた一体の黒いマドンナJ (0. P. 288) 
「聖女ロザリアの彫像J (0. Po 288) 
「神話の神々をあらわす4大素を描いた古い絵J(00 P. 288) 
「占いと夢判断を扱った 1冊の本J (0. P. 288) 
とうした異教的な雰囲気に加えて，女が腕lといだいた幼子や，キリストの涙を意味する発















「主人公の目をひくきびきびした面差しJ (0. P. 285) 
「緑の水を切って進むほっそりした体J (0. P. 285) 
「そのやさしさ，清純な無邪気J (0. P. 291) 
という特長は，そのまま隣村の少女シルヴィの，
「とても元気で、生々していて，肌はうっすらと日焼けしていたJ (S. P. 245) 
「彼女がいる，善良で心も清くくらしている彼女がJ (S. P 0 247) 
という特長に対応している。そして前者の，
「乙の水の娘は，ある日，自分が釣った奇妙な獲物を自慢しながら私の所にやって












ネルヴァノレの Fオクタヴィ』について 19 
「若い英国の女性が約束してくれたドfち介わせのことを念頭に思い浮かべたおかげ
で，私はそれまで心に抱いていた数々の不吉な与えから，やっとひき離されたので
あるJ (00 P. 290) 
という一節が，シルヴィの方では，







「おそらく私は，おそとに幸福を残してきてしまったのだと思ったJ (0. P. 292) 





















































オーレリー ヱミ= ナポリ女 オクタヴィ
(現実の唯一の恋人) 、 (非現実の誘惑者・魔女的) (現実の誘惑者)
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